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(一社)長野県サッカー協会審判委員会 2018年2月1日現在

2018長野県審判セミナー(8期生)カリキュラム

講　義 実　技

アル
ウィン

開始10分間ですべきこと オフサイドテスト❶

松本 山際・判定基準を示す
・FK/スローインの再開位置

・説得力のある判定

・VTRチェック
・フラッグアップの方法

・視野の確保

FBC

副審の任務 フラッグテクニック

山際 大峽・スローイン/GK/CK/FK/交代
・オフサイドの判定

・Wait&See

・シグナル(GK/CK/ﾌｧｳﾙ/交代等)
・フラッグの持ち替え

・Wait&See

FBC

オフサイド オフサイドテスト❷

大峽 小出・反則として罰せられるとき
・判定時のポイント

・VTRチェック
・フラッグアップの方法

・視野の確保

南
長
野

試合前にすること エンジョイゲーム

小出 松本・前日，当日，直前ですべきこと
・フィールドチェック
・身に付けるもの

・副審の動き（ｻｲﾄﾞ/ﾌﾛﾝﾄ/ｽﾌﾟﾘﾝﾄ)
・視野の確保(R/ボール/ライン)
・ペナルティーエリアの内外

南
長
野

試合を進行させる エンジョイゲーム

山際 大峽・キックオフ・ゴール/ノーゴール・
インアウト・FK/スローイン/GK/CK
・交代・得点の喜び・負傷者の対応

・副審のシグナル
・ポジショニング

南
長
野

エンジョイゲーム
松本 小出・ゲームを通じて親睦を深める

・副審のシグナル，ポジショニング

・タイミングとシチュエーション
・アディショナルタイム・延長戦
・ペナルティーマークからのキック

・手順と考慮事項
・クイックスタート

FBC

リクエスト講義 主審のポジショニング

小出 松本アンケートを実施して
受講生が希望するテーマを扱う

・基本的なﾎﾟｼﾞｼｮﾝ(対角線式審判法)
・適切な距離(10～15ｍ)

・的確なアングル

FBC

試合を終わらせる FKセレモニー

大峽 山際

アル
ウィン

主審がリードすること

山際・試合を停止する
・笛とコミュニケーション

アル
ウィン

PA周辺で配慮すべきこと

松本・得点/決定的阻止の状況と考慮事項
・判定時のポイント
・FKセレモニー

アル
ウィン

ファウルと不正行為

小出・ファウルとなる基準と考慮事項
・反スポーツ的行為

アル
ウィン

効果的なゲームコントロール

大峽
笛/旗/シグナル/ボディーランゲージ

 開催は毎月第3水曜日

(8/11/12月を除く)の19:00

～21:00を基本とする。

 11月～２月は講義のみ。

 11月～２月はサッカー3/4級更

新講習会を兼ねる。

 上記以外の日程でレフェリング

分析や観戦研修を行う場合もあ

る。

 都合によりカリキュラム/担当

講師が変更する場合もある。

 U25育成プログラムは別途カリ

キュラムを設置する。



2018年2月1日現在

毎月末回答 毎週火曜日18時～21時（U18育成会）

通信教育 実技指導（＠FBC）

３月 競技規則 4月度合同開催(参加必須)

第1～4条

４月 競技規則

第5～6条

５月 競技規則 主審：ポジション・シグナル（笛）

第7～10条 レフェリング分析（15分間）　期日指定参加

６月 競技規則 主審：判定・シグナル（笛）

第11～12条 レフェリング分析（30分間）　期日指定参加

７月 競技規則 主審：総合➀

第13～17条 レフェリング分析（1試合）　期日指定参加

８月 競技規則 主審：総合②

模試１ レフェリング分析（1試合）　期日指定参加

９月 競技規則 ３級実技試験（U18育成会を活用）

確認テスト

１０月

筆記試験免除
※１

１１月 合格発表

フィットネス
テスト

１１月下旬　合格発表

2018長野県審判セミナーU25育成プログラム

期日

4級認定試験（無資格者）
副審：フラッグテクニック・オフサイドライン

ファウルサポート（合同研修）
主審：シャドーポジション１５分INT（合同研修）

9月から11月下旬に開催。
追試を３回まで設定。

その都度指導しながら合格に
導くように指導いたします。

➀毎月1回は実施します。4月と7月の2回は参加する事が必須条件。
②本人の技量に合わせ月2回以上指導をする場合がある。
③実技指導後、毎回自己分析シートをメールにて提出する。
④受講生本人の希望で月2回以上の研修を希望する場合は、要相談
⑤5月以降は、4月中に月に2回ほど日程を組む予定。
⑥上記プログラムは、途中で変更になる場合あり。
　※1　筆記試験免除の条件
　１）3月～9月までの出席率が８０％（セミナー5回）以上。
　２）9月に行われる確認テストにて所定の基準を満たしている。


